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ことに加え、人の脳では 12 番と 16 番、18 番から 51 番に該当する
ところが無い。しかしブロードマンの脳図では、大まかな言語機能
を担う言語野は左半球に局在し、発話するときに働くブローカ野（44
                         










          図 1 ブロードマンの脳図 














                         































                         






















  人間は普通誰でも一度覚えたことは、20 分後には早くも半分近く








                         
4 上掲書 77 頁 
5 前掲書 78 頁 






図 2 エビンハウスの忘却曲線 

















                         































                         
8 これは篠原佳年がつけた名称である。 
9 篠原佳年 『モーツアルト療法』 1998 年 マガジンハウス 110 頁 
10 前掲書 113 頁 










図 3 各民族言語のパスバンド 
       



























の時期はこの 5－6 年を主対象とするものである。 
篠原佳年の耳の発展段階12を述べだ第五期の言語耳（6－9 歳）、更














                         
12 篠原佳年 『聴覚脳』 2003 年 きこ書房 


































































                         






























                         

































                         
17 川島隆太・安達忠夫 『脳と音読』 2004 年 東京講談社 56-58 頁 































                         
































                         
20 上掲書 27 頁 
































                         























図 4 脳の構造 左半球を側面から見たところ 
































                         
23門田修平 『シャドーイングと音読の科学』 158 頁  

















図 5 話し言葉を聞いているときの脳活動(imri) 
 






                         
25川島隆太 『脳を鍛える大人の音読』 2003 年 くもん出版 56-59 頁 




図 6 日本語の文章を黙読中の脳活動（imri） 
  
図 7 も右利きの人が視覚提示された日本語の文章を音読している
際の典型的な脳活動の imri である。 
図 7 日本語の文章を音読中の脳活動 




































を消耗するので、1 回 10-20 分程度が 適である。でないとストレ
スがたまり、効果が出ない場合が往々にして起こる。もちろん音読
やシャドーイングは繰り返し実行するのが本来の姿で、それを続け
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